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21 世紀の覇権をめぐる米中のグレートゲーム
― 学習を時間軸・空間軸で立体化する問い―

The Great Game of Hegemony between America and China
― Facilitation of Learning through Historical and Geopolitical Questions―

公民科　　楊  田  龍  明

＜要旨＞
次期学習指導要領が示す「主体的・対話的で深い学び」とは何であろうか。それは現代社会に対して「問いを立てる力」

を教師が生徒と一緒に育むこと。そのために教師自身が「頭の中がアクティブになるような発問」によって、授業す
ることではないだろうか。また現代社会を学ぶ際に、歴史や地理の学習と結びつけて考えさせることで時間軸・空間
軸から学習を立体化する。「覇権」をテーマとした国際社会の授業実践を例として報告する。

＜キーワード＞　主体的・対話的で深い学び ,　現代社会に問いを立てる力，アクティブ・ラーニング
　　　　　　　　学習の立体化，  思考力を重視し、教科の枠組みを超えた問題，覇権国家 ,　基軸通貨 ,

1 　「問いを立てる力」「学習の立体化」「表現する力」
「21 世紀の覇権をめぐる米中のグレートゲーム」と題

した授業を、2016 年 １ 月〜７月に中学 ３ 年生や高校 ２ 年
生、高校 ３ 年生を対象に行った。生徒の学力水準、発達
段階も異なるが、総合的にこの取組を次の ３ 点から振り
返りたい。

第 １ 点は「問いを立てる力」である。アクティブ・ラー
ニングの視点として、「主体的・対話的で深い学びの視
点」が示されている。筆者はアクティブ・ラーニングと
は、生徒・授業者の頭の中がアクティブ（自覚的）になり、
そこから対話的・論争的な話し合いが始まることだと考
えている。ここで重要となるのが教師の「問いの立て方」
である。問いにどれだけの疑問が凝縮されているか。こ
れがひいては生徒自身の「問いを立てる力」を育成する
ことになる。ＡＩ（人工知能）が急激に能力を伸ばす中、
情報を暗記する教育ではなく、ＡＩが苦手な疑う力を伸
ばす学習が必要である。なぜだろう ? どうしてだろう ?
と疑問が次々と浮かぶような問いを目指したい。

第 ２ 点は学習の立体化である。「過去を知り、現在を
見つめれば、未来がわかる」と題して、様々な歴史に目
を向けさせて、時間軸（＊）から学習を深化させた。また
地図で事件の場所を確認し、地政学的な知識と結びつけ
ることで、空間軸（▲）から学習を拡げる。これによって
現代社会を立体化して学習させた。

第 ３ 点は「思考力を重視し、教科の枠組みを超えた問
題」とはどのようなものかを筆者なりに試みた。今世紀

に入って、教育界の意識が従来の知識偏重から、ＰＩＳ
Ａ型と呼ばれる「生きる知恵」を重視する方向に変わっ
てきた。思考力や発想力を問うような学習評価の試みと
は何か。「情報の取り出し、解釈・理解・熟考・判断、
そしてその結果としての自分の意見を他者に向かって表
現する能力」とは何か、模索した。

2　授業展開「２１世紀の覇権を握る国はどこか ?」
2 - 1 　導入「中国とアメリカの覇権争い」 

第 17 回手塚治虫文化賞マンガ大賞を受賞した漫画『キ
ングダム』は高校生に愛読されている。秦が中国統一を
目指す物語を描いたこの漫画（第 27 巻）に次のような
台詞がある。
「境があるから内と外ができ敵ができる。国境がある

から国々ができ戦いつづける。だからあいつは国を一つ
にまとめるんだ」

この台詞を紹介し、覇権についての雑談を枕にして、
生徒に問うた。中心発問①「台頭著しい中国が、世界

の覇権をアメリカから奪う時は来るのだろうか ?」
そして ２ つの風刺画を見せた。最初はアメリカの星条

旗が描かれた壁をペンキで中国の国旗に塗り替えている
中国人の絵。「アメリカの国旗は星条旗。50 州は星で描
かれている。では中国国旗は何と呼ばれるか ?」（解答 :
五星紅旗）など質問をしながら提示した。

２ つ目は図体のでかい龍と小さな白頭鷲（アメリカ）
がテーブルに向かい合う風刺画である。怯えた顔をした
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鷲が、椅子がペチャンコになる程にずんぐりした龍に
対してこう問いかけている。「Have you put on weight 
recently?」。「ウェイトリフティングとは重量挙げのこ
とだよね」と言いながら、アメリカが中国に何と問いか
けているのか、和訳させた。（解答 : お前、最近太って
きてないか ?）中国はＧＤＰでは 2010 年に日本を抜い
て世界第 ２ 位となった。数年後にはアメリカを抜き世界
最大になると言われている。またＢＲＩＣＳ諸国と連携
し、国際的発言力を増している。 　　　　

2 - 2 　生徒の意見「中国が覇権を握る時は来るのか」
このような導入をふまえて、「台頭著しい中国が、世

界覇権をアメリカから奪う時は来るのだろうか ? もし来
るとすれば、それはいつ ? 何がきっかけなのだろうか ? 
」について、５ 名程度のグループで話し合わせた。それ
ぞれの考えを記述させた。８ 割以上の生徒が「こない」
と答えていた。その理由として次のようなものがあがっ
た。（「３年政治経済」125 名に調査 /2016 年 6 月）

「アメリカの覇権が続く」理由
「中国がどんなに発展しても、強大な経済力と軍事力
を併せ持つアメリカを崩すことは難しいと思う」

「すでに世界の標準語は英語で、基軸通貨はドルと決
まっている。アメリカの覇権は揺るがないと思う」

「世界の覇権を握るには、経済力だけではなく、民主
主義なども重要だと思う。中国は格差や政治体制な
ど国内問題を多く抱えている」

「アメリカの企業は日本にも深く入り込んでおり、人
をひきつける力がある」

「中国が覇権を握る時は来る」理由
「盛者必衰。アメリカの力が以前に比べて衰えている
ように感じるから」

「中国もこのまま経済力・軍事力をつけていけば、国
際的発言力をつけていくと考えられるから」

「トランプが大統領に選出されようとするなど、人種
差別的な発言も見られ、アメリカの国力も落ちてい
るように思う」

2 - 3 　展開①「米中の覇権争い」を空間軸で拡げる 
覇権争いを空間的に理解させるために、40 ページに

掲載した地図「新たなグレートゲーム米中の覇権争い」
で、次のような色分け、書き込み作業を行わせた。

作業① ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）参加国と AII
      　 Ｂ（アジアインフラ投資銀行）参加国を色分け

ＴＰＰ大筋合意したニュース動画（2015 年 10 月）を
見せ、安倍総理が「ＴＰＰは国家百年の計」と述べた点
を強調した。日米豪を中心としたＴＰＰが、中国を牽制
するものである点にも触れる。一方で、中国の習近平政
権は「中華民族の偉大なる復興」を掲げ、その実現のた
めの「一帯一路」構想でアジア、ロシア、欧州までをつ
なぐ現代版の海と陸のシルクロードを構築しようとして
いる。中国は巨大な経済圏で自国の影響力を広げてお
り、この構想の柱にあるのがＡＩＩＢであることを説明
する。色分け作業は、両方に加盟する国や参加検討中の
国もあるので、大まかな色分けで完了とする。

色分け作業に加えて、北京→モスクワ→ベルリンを結
ぶ陸路、上海から地中海を結ぶ海路も赤線で引かせた。
空間的に理解させた。

作業②　米中の覇権争いに関する近年の出来事 A 〜
F を地図で確認しながら説明する。

Ａ ： 2010年 9 月　尖閣諸島漁船衝突事故
Ｂ：2015年10月　インドネシアの高速鉄道建設計画
　　　　　　　　を日本と競争の末に中国が受注。
Ｃ：2015年10月　中国が人工島建設を行う
　　　　　　　　南シナ海で米艦巡航
Ｄ：2015年11月　米海兵隊が拠点とする豪ダーウィン 
　　　　　　　　港の経営権を中国が取得
Ｅ：2016年 1 月　中国アテネ・ピレウス港経営権買収
Ｆ：2016年 5 月　中国・昆明からラオス経由バンコク
　　　　　　　　へ通じる高速鉄道建設着工

A 〜 F の地図上の位置を確認するだけでなく、地政
学的な視点で出来事を捉えさせるために、例えば次のよ
うな発問を投げかけながら作業させた。
Ｑ１ . 東シナ海や南シナ海に進出する中国と衝突する国
はどこか ? （解答 : 日本、フィリピン、ベトナム、台湾など）
▲空間軸で拡げる問

Ｑ２ . フィリピンが提訴した仲裁裁判所判決はどのよう
なものか ?（解答 : 南沙諸島は岩しかなく。中国が完敗
した） 
Ｑ３ . かつて大東亜共栄圏を築き、アジアを支配した日
本。米軍が日本をフィリピンから駆逐するために、拠点
とした場所はどこだったか ? ＊時間軸を深める問

2011 年、アメリカ海兵隊がダーウィンに駐留するよう
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になったこと、2015 年に中国がダーウィン港湾会社の
経営権を買収し、米国政府が豪州政府に抗議したことに
も触れる。こうした東南アジアをめぐる米中の覇権争い
をふまえて、次の話し合いを行った。

話し合い  10 カ国のＡＳＥＡＮの中で、最も発言力の強
い国はどこか ?
この問いは難しく、答えは一つではない。「経済力の強
いシンガポール」という生徒も、「植民地支配を受けた
ことのない（＊時間軸）タイ王国」と答える生徒もいる。「ア
メリカに勝利したことのある（＊時間軸）ベトナム」と答
える生徒までいた。それぞれの考察に、拍手を促しなが
ら「世界最大のイスラム教徒を有する国の発言を世界は
無視できない。２億人を超える世界最大のイスラム国家
はどこか ?」と問うてみる。（解答 : インドネシア）

では、インドネシアを味方につけるためにどんな出来
事があったのか ? と問いかけた。【B. 高速鉄道の受注を
めぐって日中が激しく争い、中国が破格の条件（融資返
済に対する政府保証不要とした）を提示して受注したこ
と。それに日本政府が憤慨したこと】を説明した。

ここで教材研究の中で考えたことに言及しておきた
い。【日本の新幹線は開業以来、死亡事故はない。中国
は 2011 年北京・上海での高速鉄道が事故を起こした】。
この事実を提示して、中国の強引な受注の問題を明らか
にし、印象付けて考えさせることを思い浮かんだ。しか
し、私は取り上げなかった。日中双方のナショナリズム
を過度に刺激する危険を感じたからだ。人命尊重を前提
にして、中国の受注に疑問を持たせることは危険だと感
じた。中国が受注したインドネシア高速鉄道建設が遅々
として進まないとの報道は耳にする。しかし、この安全
性を競った事実は言及すべきではないと感じた。

インターネットはお手軽な教材研究の手段である。容
易に様々なニュースや画像を入手できる。著作権法に留
意するのは当然である。同時に、政治的偏向が強すぎる
情報、ナショナリズムを煽るような報道記事、動画や画
像があふれている。どの事実を取捨選択し、どんな問い
や文脈で生徒に示し問いかけるのかは熟慮が必要だ。

もしここで高速鉄道の安全性を比較して取り上げると
しても【新幹線での死亡事故はないが、日本でも鉄道死
亡事故はあった。日本にも経済成長優先で水俣病など人
命を軽視した過去があった。さてインドネシアにとって
成熟した日本と急成長する中国どちらが魅力的なのだろ
うか】。こんな言葉を添えながら、疑問を深めることが
大切ではないだろうか。

覇権争い、国と国との争いを扱う場合は、それぞれの
国民が持つ複雑な気持ちを想像しながら、行っていきた
い。グレートゲームと題し対立の構図で好奇心を高める
ことが必要な場面もある。しかし、そこに「生命の尊厳」
を利用するかのような問いを用いることは危険だと感じ
た。

話し合い　海のシルクロードで重要な場所はどこか。
中国が上海からマラッカ海峡を通過してインド洋へ渡

り、スエズ運河を抜けて地中海から欧州へとつながる海
路がある。その海路で重要な場所はどこだろうか ? 

この問いはかなり難しい。海路を理解させる意図もあ
るので、「マラッカ海峡やホルムズ海峡に機雷をまかれ
て封鎖されたら、海路はふさがる」。「中国はインドとチ
ベット問題もあり武力紛争を重ねてきた。そのためイン
ドの隣国ミャンマーやパキスタンが要衝となる」など説
明した。その上で「アジアからスエズ運河を抜けてヨー
ロッパに向かった際に、黒海と地中海を挟んでロシアや
中東と向き合っており、地政学的に重要な国はどこか ?」
と、地図で位置を示しながら問うた。

Ｑ１ . 戦後、アメリカが共産化を食い止めるために援
助した国はどこか。Ｑ２. 哲学のはじまった国はどこか。 
Ｑ３ . 債務危機に陥った欧州の国はどこか。こう問いか
けて、ギリシャの重要性を強調した。その上で、【E:2016
年 1 月 中国アテネ・ピレウス港経営権買収】が持つ重
みに気付かせた。

2 - 4 　展開②　 なぜドルは世界中で通用するのか ? 
国際政治学者イアン・ブレマー氏は「ＡＩＩＢ設立は

アメリカ主導の世界経済秩序に全面攻撃」と述べた。中
心発問②「なぜ基軸通貨はドルなのか ?」ドルは世界の
どこでも通用する。いつからそうなったのだろうか。答
えは「ブレトン・ウッズ体制」である。

第二次世界大戦は世界恐慌が引き起こした。保護関税
と為替切り下げ競争によるブロック経済が戦争の遠因で
ある。1944 年アメリカのブレトン・ヴッズで会議が開
催された。再び戦争を起こさないために、通貨・国際金
融システムを安定させる必要がある。ここでＩＭＦ（国
際通貨基金）とＩＢＲＤ（世界銀行）設立が決まった。
この体制はアメリカの絶大な経済力を前提としており、
ＩＭＦ協定は金１オンスを 35 ドルで交換する金・ドル本
位制を定めた。金に裏付けられたドルを基軸通貨として
各国通貨は固定相場制とされた。またアメリカは世界銀
行を通じて、日本に高速道路や黒部ダムなどのインフラ
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地図「新たなグレートゲーム　米中の覇権争い」　（2016. 11. 29 作成）
授業で配布したものをベースに発問など内容を盛り込んだ。イラストは生徒が描いた。
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整備資金を融資した。欧州復興にはマーシャルプランで
援助した。つまり、焼け野原となった日本や欧州に復興
資金を貸し付け、感謝させるとともに金に裏付けられた
ドルを流通させたのである。その後ニクソンショックや
リーマンショックなどもあったが、現在に至るまで基軸
通貨はドルである。

2015 年 12 月に設立されたＡＩＩＢは、経済成長著し
いアジアの交通や電力などのインフラ建設のための資金
を融資する銀行である。そのお金を人民元で貸し付け、
世界経済に流通させることで、隙あらばドルにとって代
わるのが狙いとされる。つまり、通貨覇権をめぐる攻防
という意味では、ＴＰＰ VS ＡＩＩＢよりもブレトン・
ウッズ体制 VS ＡＩＩＢとした方が正確である。

このような国際経済・金融システムを説明した上で、
もう一度地図を広げさせて、次の話し合いを行った。

話し合い　アメリカが最も信頼している国はどこか ? 
米軍基地のある国や安全保障条約を結ぶなどアメリカ

と密接な国はどこか ? その中で、アメリカが最も信用し
ている国はどこか ?

この問いも生徒から答えさせるのは容易ではない。授
業スタイルにもよるが、投げかけるような「問い」も学
習の立体化には必要である。「アメリカが日本以外に軍
事同盟を結んでそうな国は ? 」北朝鮮の核開発問題、石
油危機、南シナ海への中国進出などをヒントとして提示
しながら、（日本、韓国、フィリピン、ベトナム、豪州、
サウジやベトナムなど）にＵＳＡ印をつけさせた。東西
冷戦における軍事同盟として、ＮＡＴＯ（北大西洋条約
機構）を紹介し、西欧だけでなく東欧も、そしてカナダ
やトルコも加盟していることを強調した。その上で、「こ
れらの国々の中で、アメリカが最も信頼している国はど
こだろうか ? その理由は ?」を話し合わせた。

答えは一つではない。生徒からは日本などの答えがあ
がる。Ｑ１ . アメリカと共に戦争で血を流して戦ったこ
とのある国はどこか。Ｑ２ . そもそも、アメリカはどこ
の国から生まれたのか。と米英関係に着目させた。

歴史を振り返ろう。第一次大戦では無制限潜水艦作戦
でアメリカ参戦がイギリスの勝利を決定付けたこと。第
二次大戦でチャーチルは真珠湾攻撃で戦争の勝利を確信
したと言われていること。米ソ冷戦下のレーガンとサッ
チャーしかり、21 世紀になってもアフガンでもイラク
でも、テロに対して共に戦ってきた歴史的事実を強調し
た。このように時間軸で米英関係を踏まえるから、現代
社会を立体化できる。

ここで風刺画を見せた。【The World Bank】と書かれ
た小さな流氷の上にオバマ大統領が取り残されている。
オバマは「I thought we were Friends!」と叫んでいる。

「俺たちは友達だろう」と叫ぶアメリカを尻目に、キャ
メロン英首相は【ＡＩＩＢ】と書かれた飛行船に乗り込
む様子が描かれている。この絵からどんなことが読み取
れるか ? 生徒に話し合わせた。「小さな流氷が温暖化で
溶けたらアメリカ（オバマ）は冷たい海に沈んでしま
う」「飛行船から降ろされたハシゴをよじ登るイギリス
は 007 のジェームズ・ボンドのようだ」などの答が出た。

2 - 5 　展開③ 世界金融中心をめぐる攻防
中国が主導して参加を呼びかけたＡＩＩＢは衝撃的な

展開を見せた。アメリカは外交的な視点で反対し、日本
や韓国、豪州、ＮＡＴＯなど同盟国に縛りをかけていた。
ところが 2015 年 3 月 12 日激震が走った。イギリスがオ
ズボーン財務相のほぼ一存でＡＩＩＢへの出資に踏み
切ったのだ。アメリカが最も信頼する同盟国の裏切りで
様相はガラッと変わった。ドイツ、フランス、イタリア
が次々と参加表明。参加ドミノだ。軍事的にも重要なパー
トナーである豪州や、軍事同盟で結ばれたはずの韓国も
障害が消えたとみて参加表明。12月末には南沙諸島で緊
張関係にあるフィリピンも参加する始末である。歴史と
いうのは、動くときにはこうして劇的に動くことがまざ
まざと見せつけられた。ドミノ倒しを起こした英国のオ
ズボーン財務相は「中国に恩を売ってビジネスで優遇し
てもらうのが参加の動機だ」と明言した。この歴史の転
換点については『逆流するグローバリズム』（竹森俊平著）
に詳述されており、教材作りに強い刺激を頂いた。

ここで ２ つの動画を見せ、イギリスの外交的なしたた
かさを考えさせた。動画①【訪英した習近平主席がバッ
キンガム宮殿へ向かう馬車の中でエリザベス女王と二人
で歓談する様子（2015 年 10 月）】動画②【エリザベス
女王 90 歳の誕生日を祝う園遊会で、習近平一行の警備
にあたった警護官に対して女王陛下が「まぁ、お気の毒
に。それは運が悪かった」とねぎらった様子 （2016 年 5
月）】

Ｑ１. １００年以上も共に戦ってきた同盟国を裏切ってま
で、中国にビジネスで優遇してもらうためと言い切るイ
ギリスの真の狙いは何だろうか。イギリスと中国の間
には歴史的にどんなことがあっただろうか。と問うた。
難しい問いだが、Ｑ２ . 英中が戦った戦争は ? その結果、
イギリスが得たものは ? などの質問で、生徒からアヘン
戦争、香港という答えを導いた。またＱ３ . 国際金融の
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中心地はどこか。世界地図を広げて探させた。生徒から
「ニューヨーク、ロンドン、シンガポール、東京そして
香港、上海…」など色んな答えが出た。

こうしたやり取りをふまえて、七つの海を支配し大英
帝国として世界覇権を握ったイギリスにとって、世界金
融の中心であるシティを守り、グローバルな投資資金を
引きつけることが国益であることを理解させた。

この劇的な展開をみせたＡＩＩＢに参加しなかった主
要国は日本とアメリカだけとなった。そしてＴＰＰは大
筋合意したのみで、あまりよくない状況で宙ぶらりに
なっていることを風刺画で説明した。

◆授業展開の要点整理◆
現 代 社 会 の
学習内容

空 間 軸 で 拡
げる問い

時 間 軸 で 深
める問い

導入 2-1 問「中国が覇権を握る時は来るのか ?」
2-2　生徒の意見 ８ 割はこない

展開① 2-3 米
中 の 覇 権 争
い を 空 間 軸
で拡げる

AIIB と TPP
地 域 的 経 済
統合
経済援助

海 の シ ル ク
ロ ー ド の 要
衝は ?

ASEAN10 の
発 言 力 の 違
いは ?

展開② 2-4
AIIB は 米 国
主 導 秩 序 へ
の全面攻撃

問「なぜ基軸通貨はドルなのか ?」
ブ レ ト ン =
ウッズ体制
戦後復興

ア メ リ カ の
同盟国は ?

米 英 関 係 の
歴史は ?

展開③ 2-5
世 界 金 融 中
心 を め ぐ る
攻防

世 界 金 融 の
仕組み

世 界 金 融 の
中心都市は ?
ロ ン ド ン と
香 港 の 位 置
は ?

イ ギ リ ス と
中 国 の 関 係
の歴史は ?

まとめ 2-6
覇 権 国 の 移
り変わり

大 航 海 時 代
市民革命
産業革命

欧 州 大 西 洋
か ら ア ジ ア
太平洋。中心
はどちらか ?

覇 権 国 が 残
し た も の は
何だろうか ?

話し合い 「世界を支配する力として、重要なもの
は何か ?」「2049 年に中国が覇権を握ると
して、そのために必要なものは何か ?」

2 - 6 　 まとめ 覇権国の移り変わり
これまでの学習を整理した上で、過去 500 年の覇権国

家の変遷を説明した。
政治や経済のグローバル化は大航海時代に始まる。①

ポトシ銀山など銀を制し「太陽の沈まぬ帝国」を築いた
スペイン→②東インド会社を設立し中継貿易で強みを発
揮したオランダ→③植民地争奪戦を勝ち抜き、全大陸の
四分の一をしめたという広大な植民地と産業革命による
圧倒的な生産力で「世界の工場」となったイギリス→④
総力戦となった第一次世界大戦が世界の盟主交代を促し
た。東西冷戦もリーマンショックも乗り越え、民主主義
と市場経済を車の両輪とするアメリカの世紀となった。

ここで冒頭の質問をもう一度問うた。「アメリカの時
代は続くのか ? あるいは台頭著しい中国がとってかわる
のか ?」。冒頭と答えが変わったか否かを挙手させた。

これからの世界は単独の覇権国が君臨する一極集中す
る時代が終わり、多極化や無極化（Ｇゼロ）の時代に突
入するとの見方や、逆に中国は共産党による建国 100 周
年の 2049 年までにアメリカから世界のリーダーを奪う
戦略を進めているとの見方（『china2049』）なども紹介
した。覇権について様々な意見を紹介した後で、次の話
し合いを行った。

話し合い　どうして日本人は英語が話せないのか ? 
Ｑ１. 覇権を失った後も、その国が世界に残したものは

何だろうか ? この問いが持つ拡がりと深さは果てしな
い。例えば、言語。Ｑ２. 英語が世界標準語になっている
のはなぜか ? 大英帝国の時代に続き、パックス・アメリ
カーナの時代が続いたからなのか ? シンガポールでもエ
ジプトでも香港でも英語は通じる。一方で南米などポル
トガル・スペイン語圏において、観光施設以外で英語は
ほとんど通じないことも紹介した。

このような対話を生徒としながら、こう問いかけた。
「どうして英語が苦手な日本人が多いのだろうか。隣同
士で話し合ってほしい。」「島国だから。」「一億を超える
マーケットがあるから。」「江戸時代の鎖国の影響。」な
ど色んな理由が出た。敢えて私から「【日出処天子】の
国書を携えた小野妹子の影響は ?」「【漢委奴国王】の金
印の影響は ?」と画像を示して言ってみた。英語が苦手
で漢字に親しい日本の文化には、近代以前の中国の覇権
の影響が強いことを考えさせた。

私たちが捉えている現代とは、近代以降の現代である。
それ以前の歴史まで踏み込むと、私たちの文化の成り立
ちや、異文化相互の影響がより明瞭になる。

また「覇権国が残した影響とは何か ?」との問いは、
宗教、食生活、憲法や法律、トイレや右側通行に至るま
で様々なものを取り上げて考えることができる。特定の
時代や地域を超えた比較や関連付けが可能という意味で

《転移を促す「問い」》と言えるのかもしれない。
この問いの狙いは、異文化が自文化に及ぼした歴史に

着目させることである。吉田松陰は「地を離れて人なく、
人離れて事無し。人事を論ぜんと欲せば、まず地理を審
らかにせざるべからず」と述べている。この言葉は、地
理を学ぶには、人事すなわち政治、経済、社会、文化、
教育、宗教など人間生活万般を考える必要があることを
指摘している。隣り合う国同士は、様々な紛争を引き起



21 世紀の覇権をめぐる米中のグレートゲーム

― 43 ―

こしやすいが、「歴史を忘れても地理を忘れることはで
きない」との言葉（インドのバジパイ元外相）がある。
近隣国から相互に影響を与え合っていることにも着目さ
せたい。このような地理学の視点から現代社会をとらえ
て考えさせることが、「主体的・対話的で深い学び」に
つながるのではないだろうか。

	
話し合い　世界を支配する力として重要なものは ? 

Ｑ１ . そもそも覇権とは何だろうか。Ｑ２ . どうしてア
メリカに従っているのだろうか。Ｑ３ . 2049 年に中国が
覇権を握るために必要なことは何か。

このような問いを元に、ジョセフ・Ｓ・ナイの『ソフ
ト・パワー』を参考に国力の概念を紹介した。ハードパ
ワーとソフトパワーの要点を示し、そこに私が独自に国
家を超えた地球的規模で動く力を「GLOBAL POWER」
として付け加えたものが、次の図である。
ハードパワー

（押す力）
軍事力・経済力
強制・枠付け

ソフトパワー
（引き寄せる力）

文化力・政治的価値観
信頼・魅力

GLOBAL POWER
（地球的規模で動く力）

ネット SNS・市民・テロ
無人化・人工知能

2 - 7 　生徒の意見「覇権に必要なものは何か」
この図を生徒に提示し、 ５ 名程度のグループで話し合

わせた。多くの視点から様々な生徒の意見が出た中で、
高 ２ のあるグループの答えが印象的だった。「人口知能
を持ったロボット『カンフー・パンダ』を普及させれば、
中国が覇権を握るかもしれない」。その理由として、「ディ
ズニーやポケモンなど日米が持つ文化的な魅力を中国は
まだ持てていない。アメリカ映画でアニメ化もされた『カ
ンフー・パンダ』をモチーフに、人口知能をもったロボッ
トを中国が開発し、pepper 君のように世界中に普及す
ればいい」という。彼らの発想には、ディズニー映画『ベ
イマックス』の影響もあるのだろうか。実に興味深い意
見だと感じた。

3 　「表現する力」の評価の模索
以上のような「21 世紀の覇権をめぐる米中のグレー

トゲーム」と題した授業を、2016 年 1 月に中学 ３ 年生に、
2 月に高校２年生に、そして 6 月に高校 ３ 年生を対象に
行った。学校が異なるだけでなく、生徒の学力水準や発
達段階も違う。また時代の変化をアップデートさせなが
ら実践してきた。それらを総合して振り返った。

最後に学習評価について考えたい。私が着目したのは、

「情報の取り出し、解釈・理解・熟考・判断、そしてそ
の結果としての自分の意見を他者に向かって表現する能
力」についての評価である。
3 - 1 - 1 　風刺画の吹き出しを考えよう。

まず中 ３ ・高 ２ の生徒たちには、授業で紹介した風刺
画に吹き出しをつけて、君ならどんな台詞をつけるか ?
という出題を行った。

期待以上にユニークな解答が集まった。例えば、
「GLOBAL ECONOMIC ORDER（世界経済秩序）」と
書かれた地球の右側の部屋で、ワニの顔をした中国がＡ
ＩＩＢを鼻息荒く新規開業している。それに対して地球
の左側の部屋からは煙が出ている。その部屋からシルク
ハットをかぶったアメリカ人が恐る恐る顔を出してい
る。窓辺には「ブレトン・ウッズ体制」や「世界銀行」「国
際通貨基金」と表示されている。この怯えたアメリカ人
の吹き出しに、どんな言葉を入れるのか ? 考えさせた。

ある中 ３ 生は「What is your ORDER?」と解答した。
世界経済秩序 ORDER に挑戦する中国に、アメリカが「あ
なたの要求 ORDER は何ですか ?」と、ビクビクしなが
ら尋ねる様子は、この学習を深く理解したものだ。

他にも吹き出しに「ＡＩＩＢとか、何ボヤいとんねん。
ＩＭＦ（意味不明）やろ」と解答した生徒がいた。煙が
出ている様子を鋭くボヤと捉えて、ＩＭＦを「意味不明」
と当て字に変えるセンスはどのように評価すべきだろう
か。他にも様々に知恵を絞った解答例があった。

この風刺画以外にも出題も行った。溶けていく流氷に
取り残され「俺たちは友達だろう」と叫ぶオバマを尻目
に【ＡＩＩＢ】と書かれた飛行船に乗り込むイギリスの
姿を描いた風刺画では、キャメロン英首相に吹き出しを
つけた。ある中 ３ 生は「独立したいって、戦争を仕掛け
てきたのはお前らだろうが！」と歴史を踏まえた皮肉な
解答をした。また別の生徒は、「これからの時代は中国
だ。あっかん米（アッカンベー）。いいか !? 元にしろ !!（い
い加減にしろ）」と、ダブルミーニングで状況を描写した。
どちらも授業を踏まえた秀逸の解答と言えるだろう。

生徒の解答の絶巧さは、風刺画を示さなければ伝える
ことが出来ない。しかし著作権法上、風刺画の掲載は困
難である。

次の絵を見てほしい。このイラストは、【日米が利害
対立でもめている隙に、中国がどんどん先に進んでいる
様子】を描いてほしいとの私の依頼をもとに生徒が「借
り物競争」と題して描いたものである。本来の授業では

「利害対立で日米のＴＰＰという自転車は全く進まない。
それを尻目にＡＩＩＢと書かれたバスがどんどん先を進
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んでいる」風刺画を用い、オバマに吹き出しをつけて、
台詞を考えさせた。授業で用いた風刺画とは別の風刺画
ではあるが、その時に中 ３ 生が考えた解答を入れて作成
してみた。つまり、文脈の異なる合成作品である。

3 - 1 - 2 　 客観的な評価の限界。国家の擬人化の危険性
風刺画の吹き出しを考える出題は、秀逸の表現力を見

つけ出すことができる。しかし客観的な評価と言えるの
かは疑問である。「豊かな発想力や表現力」を評価する
基準が不明確で、学習意欲を削ぐ危険性を感じた。一方
で優秀作品を掲載したプリントを配布して皆で味わっ
た。このようなフィードバックがあれば、教師の主観的
な評価に対する批判は避けられる可能性も感じた。

また、風刺画を用いる別の危険性も気付かされた。風
刺画を用いて、覇権争いを教える。つまり、国家を擬人
化し、国家そのものに感情、動機や野心があるかのよう
に教えてしまうことはわかりやすい。しかし国家に感情
があると言えるのだろうか ? 国家内にもいろんな差異が
あり、その複雑さを均質化して捉えさせてしまう。単純
化して教えることは大切だが、単純化してしまったこと
で、事実と異なってしまったことは何なのか ? を教師は
考える必要がある。この点について、講演「歴史の中の
主体に関する生徒たちの理解について」（インディアナ
大学キース・Ｃ・バートン先生 2016.05.28）を聴講し、
気付かされた。

3 - 2 - 1 　ディスカッションドラマの創作
こうした模索の中で、平田オリザ氏の『下り坂をそろ

そろと下る』に記されていたディスカッションドラマに
刺激を受けて、次のような課題を高校 ３ 年生にグループ
ワークで行った。

2020 年．東京オリンピックにあわせて、首脳会議が日本で

開かれた。ＧＤＰで米中はほぼ同じ水準となった。中国が

主導するＡＩＩＢは融資業務を拡大し、世界銀行と肩を並

べている。ドル以外にも人民元で決済される場面も見られ

るようになったことで、「新しい世界経済秩序を取り決める

協定が必要」と主張する中国と、ブレトン・ウッズ体制を

守りたいアメリカが対立。各国首脳が行った基軸通貨の座

を巡るディスカッションとはどのようなものか ?

あまりの難しさにグループワークは遅々として進まな
かったので、改良して次の ４ つの視点を示し考えさせた。

解答例や方向性をおおまかに示すと次のようになるだ
ろうか。
Ｑ１ . 日米が、イギリスをＡＩＩＢから離脱させるため
の効果的な説得は何か。Ａ１ .「言語や宗教など米英の共
通点を強調すること。中国経済や民主主義の不安定さに
言及すること」
Ｑ２ . 中国の立場に立って、東南アジアの信頼を得るた
めにどんな提案や改革を行うだろうか。Ａ２ .「ニューデ
リー地下鉄工事で納期、時間を守る日本企業が現地の
人々に感銘を与えた具体例。東日本大震災で米軍はトモ
ダチ作戦で支援してくれた具体例」
Ｑ３ . アメリカの時代が永遠には続かないことを、効果
的に説明してみよう。Ａ３ .「スペイン→オランダ→イギ
リス→アメリカ。覇権の移動は何によって起こったのか。
技術革新や戦争、伝染病、人口爆発」
Ｑ４ . 日本の立場に立って、ドルが基軸通貨であること
の大切さを訴える演説を考えてみよう。Ａ４ .「なぜ日本
は中国ではなくアメリカにつくのか ? 二項対立で良いの
か ? 日米同盟でどんな世界を築きたいのか ?」

このようなグループワークをふまえて、東京学芸大学
附属高校の ３ 年政治経済で出題した１学期期末テストは
次のようなものである。

3 - 2 - 2  　ディスカッションドラマ風のテスト問題
2020 年東京で開催された国際会議で行われた基軸通

貨の座をめぐる論争を読み、後の問いに答えなさい。
議長国日本「オリンピックを無事に終えることができ

ました。閉会式に参加された首脳の皆さん。これからの
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世界経済秩序について、率直な意見交換をしましょう」
アメリカ「早速議論に入ろう。まず英国政府に問いた

い。この数年でＡＩＩＢは融資業務を拡大しているが、
その運営は独善的だ。中国の国益だけで進められている。
市民革命を成し遂げ、⑴を打ち立てたイギリスが、不透
明な意思決定を行うＡＩＩＢに参加するのが理解できな
い」

日本「ブッシュ政権でのテロとの戦いに協力したブレ
ア首相は【アメリカのプードル】と皮肉られた。長い歴
史で築かれた米英同盟は、日米同盟以上に強固と言われ
た。なぜＡＩＩＢに協力するのか ?」

英国「戦後、英国病に苦しんだ我が国は経常⑵に転落
した。80 年代に⑶政権で規制緩和を推し進めた。これ
はつまり、⑷業の活性化を意味する。⑷立国としての未
来を考えた際、ＡＩＩＢで中国に恩を売ることは大きい
のです」

⑸「かつて我が国を牽制するために、英国は【名誉あ
る孤立】を捨て日本と同盟した。極東権益を守るためな
らば、どんな政策も行ってきた。中国が南シナ海で何を
しようと英国の安全保障とは何の関係もないことを、日
米はわかるべきですね」

中国「あなた方は、⑴が最良なものとして議論してい
る。けれども、英国の宰相⑹は【⑴は最悪の政治といえ
る。これまで試みられてきた、⑴以外の全ての政治体制
を除けばだが】との名言を残した。⑹は、大戦勝利にも
かかわらず、戦後の選挙で破れた。ドイツのヒトラーも
選挙で勝利し首相となった。⑴が万能でないことは歴史
が証明している」

北朝鮮「その通りだ。英国がＥＵを離脱したのも、ト
ランプ氏が米国大統領になったのも、そして日本が消費
増税できず財政破綻目前なのも、⑴を最良としたからで
はないのか ?」

フィンランド「増税しないで良いか ? と選挙で３度も
国民に問うたんですよね ? 社会保障はどうするのです
か ? 韓国やシンガポールも⑺化が急速に進行中。アジア
の模範になれますか ?」

シンガポール「政治体制の議論も大切だが、国際金融
を議論しよう。英国がＡＩＩＢに加入したのは、世界の
海を支配した時代に築いた⑷ネットワークを維持したい
から。中国と英国を強く結びつける都市⑻は、アジア⑷
の中枢であり、英国領だった我が国と同様に重要である。
これからはアジアの時代である。中国に問いたい。アジ
ア諸国からの信頼を得るために、どんな政策を考えてい
るのか ?」

⑼「南シナ海も東シナ海にも人工島を建設し、我が物
にすることは許されない。⑽の時代の永楽帝で、大航海
した鄭和の気分なのか ? 信頼関係を築く努力を示してほ
しい」

  中国「いや、貴国は米国と戦争した。冷戦時代は大
国の都合で分断された。現在は米国と蜜月関係だが、ど
こまで信頼しているのか ? そもそも考えてみたまえ。貴
国や日本は漢字文化圏だったではないか ? 信頼、信頼と
いうが、それは何によって築かれるのだろうか ?」

インド「日本の支援によるニューデリーの地下鉄建設
は模範例だ。資金や技術援助だけではない。時間を守る
大切さや仕事にベストを尽くし相手を思いやる気持ちま
で、日本は教えてくれた。経済力や軍事力だけでは信頼
は得られない」

日本「ありがたい言葉だ。オバマ大統領が被爆者を抱
きしめ、折り鶴を残したことは日米関係の信頼醸成に
とって大きかった。Google や Disney など世界を魅了し、
世界基準となるようなものを築くことも大切だろう。各
国の信頼は、さまざまな形で構築されていく。ここで考
えたい。ソフトパワーやグローバルパワーが大きくなっ
ている。信頼はすぐに築けるものではないが、①中国が
世界からの信用を得るには、どんな戦略を具体的に取る
べきなのだろうか ?」

問 １ 　空欄⑴ 〜⑽にあてはまる適切な語句や国名を答
えなさい。

問１の解答　 ⑴民主主義。 ⑵赤字。 ⑶サッチャー。
⑷金融。 ⑸ロシア。 ⑹チャーチル。 ⑺少子高齢。
⑻香港。 ⑼ ベトナム。⑽明

問 ２   下線部①について、具体的な提案を記しなさい。
次のような解答を高く評価した。

「中国の食文化は華僑を通じて様々な場所で広まって
いる。これを利用して中華料理のフェスタを世界各
地で開き、中国文化を浸透させていくことが必要で
ある」

「他国の真似ではなく、中国オリジナルのマーケット
を作るべきである。具体的にはオリジナルキャラク
ターを用いた web マネーの開発を提案したい」

「日本におけるマクドナルドのような親しみやすい民
間企業を通じて、中国の文化を世界に発信する。さ
らに青少年の交流も行うことが必要である」
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4 　まとめ不確実性を高める現代社会
「問いを立てる力」「学習の立体化」「表現する力」と

いう ３ つの視点から授業を振り返ってみた。
言うまでもないが、この授業を行った時に、まさかイ

ギリスがＥＵ離脱を選択し、まさかアメリカがトランプ
大統領を選び、まさかフィリピンが中国と南シナ海で平
和的解決に合意することなど、想像もしなかった。現代
社会の変化は目まぐるしい。環境、貧困、テロや紛争な
ど世界規模の課題や、テクノロジーの進化など世界はま
すます不確実性を増している。グローバル化が地球の
隅々にまで浸透し、世界は小さく平らにフラット化し、
大変革期が到来するのだろうか。

先の見えない不確実性が加速度を増していると感じ
る。預けた方が金利を払う。こんな先例のない金融政策
が世界中で行われている。異次元金融緩和で盛り上がっ
た黒田日銀は、マイナス金利導入に追い込まれた。日銀
が未来のインフレを確約することで【期待】に働きかけ
て、今のうちにどんどん消費させようとしたが実現しな
かった。マイナス金利政策は、預金すれば罰を与えるか
のような印象を与え、【不安】に働きかけているようで
もある。いやまさにオバマ大統領の掲げた【HOPE】は、
トランプを裏返したように、【不安】が増す時代に突入
したといえないか。

トランプのＴＰＰ離脱宣言のニュースに頭の中が真っ
白になった。世界は保護主義・反グローバル化へと逆回
転していくのかと思うと呆気に取られる。しかし、アメ
リカがモンロー主義に回帰する兆しはあった。イラクと
アフガニスタンでの戦争の長期化を前に、2013 年 9 月
にオバマ大統領は「アメリカは世界の警察官ではない」
と明言した。また、トランプ大統領の排外的で差別的な
言動は不愉快極まりないが、「ゲス不倫」など品のない
言動は日本でも横行している。16 年 5 月にヘイトスピー
チ対策法が制定された。グローバル化の波に乗れず、痩
せ細る中間層の失望感、社会の困窮化にひるんではなら
ない。

こんな激動の現代をどう捉え、どのように生徒に提示
すべきなのだろうか。ニュースキャスターの久米宏氏は、

『久米宏さんと、「LIFE」の話を。』の中でこう述べている。
「たとえば政治のニュースって、時間内でほんとうにちゃ
んと解説をするのは無理なんですけど、『あの政治家、
ちょっと肩のところにひどいフケが積もっててね…』み
たいな話で、本質に迫れることがあるんです。全体を語
るのはむずかしいけれど、細部のネタから、話の本質に
迫れる場合がある。それはテレビの特徴の一つなんです

が、そういった全体の鍵になる細部を見つけるのって、
すごく面白いんですよね」

現代社会をつかみ出すことは困難だ。アップデートし
続けるだけなら、時代に翻弄されるだけであろう。だか
らこそ、「問いの立て方」つまり学習の視点と立体化が
重要である。問題全体や、未来の変化は語れない。しか
し本質に迫れる問いはある。例えば「【保育園落ちた日
本死ね】という言葉に悲しさを感じるのはなぜか ?」と
いう問いから、格差社会や沈む中間層などの本質に迫る
ことはできないだろうか。久米宏さんの言葉を読んでそ
う感じた。

不確実性を高める現代社会を前に、私自身が不安を感
じる。だからこそ生徒の「学びに向かう力」を涵養した
い。現代社会に対して「問いを立てる力」を生徒と一緒
に育んでいきたい。教育学者デューイは、「民主主義と
は、自由で豊かな交わりを持つ生活に付けられた名前で
ある」と述べた。人々はスマホばかりを見つめて、他者
と関わりを持ち対話する機会が失われつつある。多元的
でコミュニケーションを重視する民主的な教育が、一人
一人の個性と可能性を開花させる。生徒それぞれの自由
で豊かな表現力が行き交うような授業を目指していきた
い。民主主義はどこかで終わりや完成を迎えるものでは
なく、よりよい社会を創造するために、永遠に前進すべ
きプロセスである。

これを綴っている 2016 年 11 月 25 日。東西冷戦を象
徴する指導者キューバのフィデル・カストロ氏が死去し
た。彼は 1953 年、武装蜂起に失敗し、自らの革命をこ
う叫んだ。「歴史は私に無罪を宣告するだろう」。未来の
姿が不確実でも、目の前の現代社会に真っ向勝負するこ
との大切さを訴えているように感じた。
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